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Wagner の衝撃理論を詳細に検討し、更に広い応用範囲を持たせるべく水面衝撃理論を発展させている。 Wagner の
衝撃理論は 2 次元対称模型物体について広く知られているが、本論文では 2 次元任意形状物体、軸対称 3 次元物体、
回転楕円体にも適用できることを示している。 3 次元物体の衝撃理論は Chuang の円錐物体以外には従来多くの研
究がなされていない分野であり新規d性を持っている。弾性変形影響を考慮した円筒殻の水面落下衝撃実験結果と提
案された解析手法による歪の時系列との比較を通し、本手法が十分実用的であることを示している。
7 )船体から離れた水中での爆発による船体構造応答の評価に関する問題は、国内では最近幾つかの研究がなされ始
めたばかりであり、本論文のモード重畳法による解析的な衝撃波の取り扱いは新規性を持っている。陽解法有限要
素法による数値シミュレーション結果では有限の要素長さに起因し、衝撃波の鋭い立ち上がりが伝播とともに失わ
れていくのに対し、提案された解析的な手法では衝撃波の鋭い立ち上がりが再現されており、精度的にも優れてい
る。
以上のように本論文では多岐にわたる船体構造と流体との動的相互作用問題について、構造力学と流体力学の両面
から多くの検討を行い、実際の船体構造の設計に有益な実用的な手法を提供している。これらの研究成果は、船体構
造のより合理的な設計を可能にするとともに新形式の高速船舶の開発に応用されており、船舶海洋工学の発展に寄与
するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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